
本レポートは情報の提供を目的としており、何らかの行動を喚起するものではありません。ここに示した意見は本レポート作成現在の筆者の意見を示すのみです。

データや数値の抽出範囲・基準は任意で設定している場合があります。データ・資料等については、数値等の誤りが含まれている可能性があります。本レポート

に基づき、お客様が投資のご判断をされた結果生じた損害・損失については当行は一切責任を負いません。投資や資金運用に関する最終決定は、お客様ご自身で

判断されるようお願い申し上げます。本レポートの全部または一部の無断コピー・転載はご遠慮頂きますようお願い申し上げます。 

 

 

お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,85 45,73 -0,12 45,93 -0,20

USD / BRL Spot BRL 2,2128 2,2194 +0,0066 2,2192 +0,0002

USD / JPY Spot JPY 101,46 101,48 +0,02 101,93 -0,45

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 57.983 57.420 -563 54.210 +3.210

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 135,0 132,7 -2,3 141,0 -8,3

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,73 11,73 +0,00 11,73 +0,00

DI Future Oct15（金利先物） % 10,86 10,89 +0,03 11,08 -0,19

3 Months US Dollar Libor % 0,233 0,234 +0,001 0,233 +0,001

CRB Index（国際商品指数） Index 297,4 298,8 +1,4 312,0 -13,2

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

2014年7月24日

7月23日 6月23日

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2014年7月24日

Indicator Unit 7月22日

昨日のドルレアルスポット相場はルセフ大統領優勢の世論調査からレアル売りとなる展開でした。
朝方はＩＢＯＰＥの世論調査でルセフ大統領が決戦投票で優勢と予想されたため、前日比レアル安の２．２１
台後半で取引されました。株式市場も軟調だったため２．２２台前半へレアルは売られましたが、先週分の
為替フロー統計が１３．９億ドルのネット資金流入を記録したこと等からそれ以上レアル売りは続かず、結局
２．２２近辺で引けています。

昨日発表された為替フロー統計は先週分こそネット資金流入を記録したものの７月累計の数字は４０．４億
ドルの資金流出と今年に入ってから最大の月間流出額を維持しています。今年の６月までで４１．５億ドルの
資金流入を積み上げてきましたが、７月に入って年初来の資金流入が一気に相殺されている状態です。
年初来の内訳を見ると、貿易フローが２４．７億ドルの資金流入に対して金融フローは２３．６億ドルの資金
流出となっており、高金利通貨への需要が思ったほど伸びていないことから全体の資金流出入がほぼ
ニュートラルとなっています。先進国の金融緩和的な状態は続いていますが、大統領選が接戦の様相を
深めてきたこともあり投資家の様子見姿勢が続きそうです。
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